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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月17日(2011.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘアリラクサー、合成的に着色した頭髪と関連した使用のための、シャンプー、コンデ
ィショナー、またはコンディショニングシャンプーからなる群から選択されるパーソナル
ケア製品であって、
　ａ）その構造中に４つより多い第四級窒素を有し、そして約４、０００～約２、０００
、０００の重量平均分子量を有する少なくとも１種のポリクオタニウム化合物、
　ｂ）脂肪アルコールのアルコキシル化されたホスフェートエステルと脂肪アルコールの
アルコキシル化されていないホスフェートエステルとの混合物、
ここで、該ホスフェートエステルは、Ｃ８～Ｃ２２の鎖長を有する脂肪アルコール系基を
有し、該アルコキシ基は、エチレンオキサイド、プロピレンオキサイドまたはそれらの混
合物を含み、そして１モルの脂肪アルコール系基当たり、１～５０モルのアルキレンオキ
サイドが使用され、該アルコキシル化されたホスフェートエステルおよび該アルコキシル
化されていないホスフェートエステルは、６０ｗｔ％以下の該ホスフェートエステルがア
ルコキシル化されている様な量で存在し、そして該アルコキシル化されたホスフェートエ
ステルおよび該アルコキシル化されていないホスフェートエステルは、モノホスフェート
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エステルおよびジホスフェートエステルの両方を含み、ジホスフェートエステルの量は、
該ホスフェートエステルの全量の少なくとも４０ｗｔ％であり、そして該ホスフェートエ
ステル：該ポリクオタニウム化合物の比が、１．５：１～約１００：１であり；そして該
ホスフェートエステルおよび該ポリクオタニウム化合物の全量は、該パーソナルケア製品
の０．２０ｗｔ％～１５ｗｔ％の範囲である、および、
　ｃ）追加成分、
を含んで成る、パーソナルケア製品。
【請求項２】
　該アルコキシル化されたジホスフェートエステルおよびアルコキシル化されていないジ
ホスフェートエステルが、アルコキシル化されたモノホスフェートエステルおよびアルコ
キシル化されていないモノホスフェートエステルの量以上の量で存在し、そして該アルコ
キシル化されていないホスフェートエステルが、アルコキシル化されたホスフェートエス
テルの量以上の量で存在する、請求項１のパーソナルケア製品。
【請求項３】
　該アルコキシル化されたジホスフェートエステルおよびアルコキシル化されていないジ
ホスフェートエステルが、ＰＥＧ－５オレイルホスフェートエステルおよびジオレイルホ
スフェートエステル、またはＰＥＧ－１０イソステアリルホスフェートエステルおよびジ
イソステアリルホスフェートエステルを含む、請求項１または２のパーソナルケア製品。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項のパーソナルケア製品を髪に適用する工程を含む、より優
れたコンディショニングを髪に与える方法であって、ここで、より優れたコンディショニ
ングは、水のみで処理した頭髪に比較した場合、少なくとも１０ジュールの全仕事の減少
を意味する、方法。
【請求項５】
　パーソナルケア製品であって、
　ａ）１００以上の第四級窒素基を有し、そして３０、０００～１、０００、０００の重
量平均分子量を有するポリクオタニウム化合物、
　ｂ）脂肪アルコールのアルコキシル化されていないホスフェートエステル、
ここで、該ホスフェートエステルは、ジオレイルホスフェートまたはイソステアリルホス
フェートを含む約Ｃ１２～約Ｃ１８の鎖長を有する脂肪アルコール系基を有し、該ホスフ
ェートエステルの該ポリクオタニウム化合物に対する比が、２以上であり、そして該ホス
フェートエステルおよび該ポリクオタニウム化合物の全量は、該パーソナルケア製品の０
．５ｗｔ％～５ｗｔ％の範囲である、および、
　ｃ）追加成分、
を含んで成る、パーソナルケア製品。
【請求項６】
　該アルコキシル化されていないホスフェートエステルが、モノホスフェートエステルと
ジホスフェートエステルとの混合物として存在し、ジホスフェートエステルの量が、モノ
ホスフェートエステルの量より多い、請求項５に記載のパーソナルケア製品。
【請求項７】
　該製品が、ヘアカラーであり、そして該ホスフェートエステルの該ポリクオタニウム化
合物に対する比が４以上である、請求項５または６に記載のパーソナルケア製品。
【請求項８】
　パーソナルケア製品であって、
　ａ）１００以上の第四級窒素基を有し、そして３０、０００～１、０００、０００の重
量平均分子量を有するポリクオタニウム化合物、
　ｂ）脂肪アルコールのアルコキシル化されていないホスフェートエステル、
　ここで、該ホスフェートエステルは、約Ｃ１２～約Ｃ１８の鎖長を有する脂肪アルコー
ル系基を有し、該ホスフェートエステルの該ポリクオタニウム化合物に対する比が、２以
上であり、そして該ホスフェートエステルおよび該ポリクオタニウム化合物の全量は、該
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パーソナルケア製品の０．５ｗｔ％～５ｗｔ％の範囲である、および、
ｃ）追加成分、
を含んで成る、パーソナルケア製品を髪に適用する工程を含む、より優れたコンディショ
ニングを髪に与える方法であって、ここで、より優れたコンディショニングは、水のみで
処理した頭髪に比較した場合、少なくとも１０ジュールの全仕事の減少を意味する、方法
。
【請求項９】
　請求項１～３のいずれか一項のパーソナルケア製品を髪に適用する工程、または請求項
８の方法を含む、合成的に着色した頭髪中のヘアカラーの度合いを保つ方法。
【請求項１０】
　該ホスフェートエステルおよびポリクオタニウム化合物のない同じ製品と比較して、１
５回洗浄後の色変化が減少する、請求項９に記載の方法。
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